
47

目次目次目次目次

１１１１．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの調査調査調査調査結果結果結果結果

１．１ 敷地周辺陸域の調査結果

１．２ 敷地近傍陸域の調査結果

２２２２．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの活断層評価活断層評価活断層評価活断層評価のののの概要概要概要概要

３３３３．．．．旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江須江須江須江断層断層断層断層

３．１ 文献調査

３．２ 変動地形学的調査

３．３ 地表地質調査

３．４ 2003年宮城県中部の地震

３．５ 地下地質構造調査

３．６ 端部の評価

３．７ まとめ

４４４４．．．．2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層

５５５５．．．．加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山箟岳山箟岳山箟岳山断層断層断層断層

５．１ 文献調査

５．２ 変動地形学的調査

５．３ 地表地質調査

５．４ 地下地質構造調査

５．５ 端部の評価

５．６ まとめ

６６６６．．．．敷地敷地敷地敷地周辺陸域周辺陸域周辺陸域周辺陸域のののの活断層評価活断層評価活断層評価活断層評価のまとめのまとめのまとめのまとめ



48

【【【【文献調査結果文献調査結果文献調査結果文献調査結果】】】】

� 「[新編]日本の活断層」（1991）において，長

さ12km，確実度Ⅲと記載されている。

� 「活断層詳細デジタルマップ」（2002）は，

「［新編］日本の活断層」（1991）とほぼ同位

置に推定活断層を記載するとともに，その北

側の丘陵裾部に活断層及び推定活断層を

記載している。

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．１１１１ 文献調査文献調査文献調査文献調査
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【【【【判読判読判読判読されたリニアメントされたリニアメントされたリニアメントされたリニアメント】】】】

�「[新編]日本の活断層」（1991）の加護坊山－箟岳山断層にほぼ対応。

�加護坊山北麓の北小塩付近～箟岳山北麓付近～箟岳山東麓の笠石付近に

至る約13km（Ｌ
Ｃ

～Ｌ
Ｄ

ランク）。

�上記リニアメントの北側に「活断層詳細デジタルマップ」（2002）に対応し，大

貫西方付近～松崎付近に至る約4.5km（Ｌ
Ｂ

～Ｌ
Ｃ

ランク），産仮小屋～猪岡南

方に至る約3.5km（Ｌ
Ｃ

～Ｌ
Ｄ

ランク）が判読される。

北小塩

笠石

加護坊山

箟岳山

←猪岡

←産仮小屋

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．２２２２ 変動地形学的調査変動地形学的調査変動地形学的調査変動地形学的調査 【【【【空中写真判読図空中写真判読図空中写真判読図空中写真判読図】】】】

大貫

松崎
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【【【【構成構成構成構成するするするする主主主主なななな地層地層地層地層】】】】

�新第三系中新統追戸層（火砕岩類，砂岩等）

�鮮新統亀岡層，竜の口層及び大貫層（やや軟

質な砂岩，礫岩，シルト岩，凝灰岩等）

�第四系の高清水層，古期・新期扇状地堆積物，

沖積層等

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．３３３３ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【地質図地質図地質図地質図】】】】
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Opa（中新統追戸層）を覆うOn（鮮新統大貫層）が

北東に急傾斜あるいは南西傾斜に逆転している。

地下地質構造調査結果より山麓側のリニアメ

ント直下に高角度の断層が確認された。

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．３３３３ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【地質断面図地質断面図地質断面図地質断面図】】】】
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�加護坊山－箟岳山丘陵に長楕円状の背斜構造とほ

ぼ同方向の緩やかな向斜構造が認められる。

�丘陵の北東側（産仮小屋付近）に，局所的な向斜構造

が認められる。

�丘陵麓部付近の中新統と鮮新統の境界付近において

は，鮮新統が急傾斜を示し，一部で逆転構造を示して

おり，撓曲あるいは断層の存在が推定される。

←産仮小屋

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．３３３３ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【地質構造図地質構造図地質構造図地質構造図】】】】
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涌谷町小里南方

中新統追戸層中に

南西傾斜の高角度

の断層が認められ

る。

鮮新統大貫層の

急傾斜等から断層

あるいは撓曲構造

が推定される。

部分的に鮮新統竜の口層が欠如することから，鮮新統と中新統の境

界付近に断層が推定される。

中新統追戸層を覆う鮮新統大貫層が，北東に急傾斜あるいは南西傾斜に逆転しており，その変

形に伴う小断層が認められる。

大貫層の逆転は下流の第四系

更新統にほぼ水平に不整合に

覆われている。

旧田尻町宿付近

第四系更新統

古期扇状地堆積物

↑

鮮新統大貫層

旧田尻町宿付近

河床

鮮新統大貫層

涌谷町松崎付近

鮮新統大貫層

凝灰質泥岩

鮮新統大貫層

凝灰質中粒砂岩

涌谷町松崎付近

古期扇状地堆積物

鮮新統大貫層

細粒凝灰岩

鮮新統大貫層

砂質凝灰岩

鮮新統大貫層

細粒凝灰岩

河床

河床

崩積土

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．３３３３ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

※加護坊山－箟岳山断層の各露頭スケッチ等の詳細については，『補足説明資料 ５．加護坊山－箟岳山断層（p104～113）』に示す。
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KKKK----1111----2222測線測線測線測線

� 加護坊山－箟岳山断層周辺の地下地質構造

調査として，反射法地震探査及びボーリング

調査を実施。

【浅部探査】

Ｋ－１－１測線・Ｋ－１－２測線，Ｋ－２－１測

線・Ｋ－２－２測線，Ｋ－３測線，Ｋ－４測線及

びＰ－１～４測線

【深部探査】

Ｋ－ｂ測線，Ｓ－ｂ測線

【ボーリング調査】

Ｋ－ｂ測線（Ｋ－３測線含む）上：３箇所

� 一方，他機関の調査として，以下の結果も総

合して検討を実施。

・産業技術総合研究所（2007）

� 丘陵麓部付近に２系列の南西傾斜逆断層が

認められ，そのうち前面側の断層は鮮新統を

変位させており，沖積層を変位あるいは変形さ

せている可能性がある。

東北電力K-b測線

K-3測線

東北電力P-1測線

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．４４４４ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査

※各探査結果の詳細については，『補足説明資料 ５．加護坊山－箟岳山断層（p114～122）』に示す。

東北電力K-2-2測線

東北電力K-3測線

KKKK----3333測線測線測線測線

KKKK----2222----2222測線測線測線測線

PPPP----1111測線測線測線測線

PPPP----3333測線測線測線測線

PPPP----2222測線測線測線測線

PPPP----4444測線測線測線測線

KKKK----1111----1111測線測線測線測線

KKKK----2222----1111測線測線測線測線

SSSS----bbbb測線測線測線測線

KKKK----4444測線測線測線測線

SSSS----bbbb測線測線測線測線

KKKK----bbbb測線測線測線測線

KKKK----3333----1111

KKKK----3333----2222

KKKK----3333----3333

KKKK----bbbb測線測線測線測線
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東北電力K-1-1測線・東北電力K-1-2測線地質解析断面図

� 一部の沖積層が厚い箇所で音波散乱層状を呈して下位層の構造が不明瞭になっているものの，鮮新統及び中新統の内部

の反射面が，断続的ながらも比較的良好に追跡でき，やや南に傾斜する極めて緩やかな構造で累重している状況が認めら

れ，断層による変位を示唆するような著しい高度差は認められない。

� 少なくとも，加護坊山－箟岳山断層に伴う断層あるいは撓曲構造は，本測線までは及んでいないと考えられる。

加護坊山－箟岳山断層延長想定範囲

東北電力

K-1-1測線

東北電力

K-1-2測線

加護坊山－

箟岳山断層

延長想定範囲

� 加護坊山－箟岳山断層は，中新統と鮮新統の境界付近において，逆

断層を伴う急傾斜の撓曲構造を示す。

� 北小塩付近より西方では地層は緩傾斜となり，撓曲構造は発散する

傾向がみられる。

北小塩

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．５５５５ 端部端部端部端部のののの評価評価評価評価 【【【【北西端北西端北西端北西端のののの評価評価評価評価】】】】

※各探査結果の詳細については，『補足説明資料 ５．加護坊山－箟岳山断層（p115）』に示す。

東北電力 東北電力

東北電力 東北電力
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東北電力

K-1-1測線

東北電力

K-1-2測線

加護坊山－

箟岳山断層

延長想定範囲

北小塩

� 地表地質調査等の結果によれば，２条の断層が涌谷町不動沢南東方付

近まで連続すると推定される。

� 加護坊山－箟岳山断層の南東端については，須江断層北端位置（和渕

丘陵北東付近）までの区間を評価する。

不動沢

� 加護坊山－箟岳山断層の上盤側に分布する中新統追戸層の火

山砕屑岩類が和渕丘陵まで分布している。

� 須江断層の北方延長部は，重力異常の高重力異常領域が尾根状

に張り出し北西方向に屈曲すること，2003年宮城県中部地震の余

震分布域を十分包含すること等により，和渕丘陵北東付近までの

区間を評価している。

⇒ 加護坊山－箟岳山断層は，高重力異常領域のNW-SE方向の

尾根状部に沿って分布するが，須江断層北端位置付近で

高重力異常領域の分布は南北方向へ屈曲している。

須江断層

北端位置

和渕丘陵和渕丘陵和渕丘陵和渕丘陵

� 産業技術総合研究所（2013）のデータを使用

� ブーゲー密度は2.67g/cm
3

と仮定

� ブーゲー異常値のコンター間隔は２mGal

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．５５５５ 端部端部端部端部のののの評価評価評価評価 【【【【南東端南東端南東端南東端のののの評価評価評価評価】】】】

凡 例
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加護坊山－

箟岳山断層

延長想定範囲 北小塩

不動沢

須江断層

北端位置

和渕丘陵和渕丘陵和渕丘陵和渕丘陵

約17km

反射法地震探査

（東北電力K-1測線）にて

断層が認められない。

重力異常の急変部の屈曲，

2003年宮城県中部の地震の

本震に対応する南北走向の

逆断層タイプの余震分布より

決定された須江断層北端

位置までの区間を評価。

５．加護坊山－箟岳山断層

５５５５．．．．６６６６ まとめまとめまとめまとめ

東北電力

K-1-1測線

東北電力

K-1-2測線

【【【【加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山箟岳山箟岳山箟岳山断層断層断層断層にににに関関関関するするするする評価評価評価評価】】】】

� 加護坊山－箟岳山丘陵の北東側に，中新統及び鮮新統を変形させる撓曲

構造を伴う２条の南西傾斜の逆断層が存在する。

• 丘陵麓部付近に認められる鮮新統を変位・変形させる逆断層と，その北側

の丘陵裾部に認められる低角度の逆断層の２条が存在する。

• 北側の丘陵裾部に認められる低角度の逆断層は，南側の丘陵麓部付近の

断層の前面側に派生するような形状で分布することから，断層活動の進展

に伴うフロントマイグレーションにより形成された断層と考えられる。

• 北側の低角度の逆断層は，一部で沖積層を変位あるいは変形させている

可能性があることから，後期更新世以降の活動性を考慮する。

� 活動性を考慮する区間は，反射法地震探査にて断層が認められない東北

電力K-1測線から，重力異常の急変部の屈曲や2003年宮城県中部の地震

の本震に対応する南北走向の逆断層タイプの余震分布より決定された須

江断層北端位置までとし，約17kmとする。
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目次目次目次目次

１１１１．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの調査調査調査調査結果結果結果結果

１．１ 敷地周辺陸域の調査結果

１．２ 敷地近傍陸域の調査結果

２２２２．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの活断層評価活断層評価活断層評価活断層評価のののの概要概要概要概要

３３３３．．．．旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江須江須江須江断層断層断層断層

３．１ 文献調査

３．２ 変動地形学的調査

３．３ 地表地質調査

３．４ 2003年宮城県中部の地震

３．５ 地下地質構造調査

３．６ 端部の評価

３．７ まとめ

４４４４．．．．2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層

５５５５．．．．加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山箟岳山箟岳山箟岳山断層断層断層断層

５．１ 文献調査

５．２ 変動地形学的調査

５．３ 地表地質調査

５．４ 地下地質構造調査

５．５ 端部の評価

５．６ まとめ

６６６６．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの活断層評価活断層評価活断層評価活断層評価のまとめのまとめのまとめのまとめ
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【【【【 2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層】】】】

� 活動性を考慮する区間は，海野ほか（2004），Hikima and Koketsu

（2004）等を踏まえ，石巻新港付近から宮戸島沖付近までの約

12kmとする。

【【【【旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江断層須江断層須江断層須江断層】】】】

� 活動性を考慮する区間は，和渕山丘陵北東付近から東北電力

Ａ－ｂ測線の石巻新港付近直前までとし，約16kmとする。

【【【【加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山箟岳山箟岳山箟岳山断層断層断層断層】】】】

� 活動性を考慮する区間は，反射法地震探査にて断層が認められな

い東北電力K-1測線から，重力異常の急変部の屈曲や2003年宮

城県中部の地震の本震に対応する南北走向の逆断層タイプの余

震分布より決定された須江断層北端位置までとし，約17kmとする。

６．敷地周辺陸域の活断層評価のまとめ

加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山断層箟岳山断層箟岳山断層箟岳山断層，，，，旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江断層及須江断層及須江断層及須江断層及びびびび2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層のののの関係関係関係関係

反射法地震探査

（東北電力K-1測線）にて

断層が認められない。

重力異常の急変部の屈曲，

2003年宮城県中部の地震の

本震に対応する南北走向の

逆断層タイプの余震分布より

決定された須江断層北端

位置までの区間を評価。

反射法地震探査

（東北電力A-b測

線）にて断層が認

められない。

2003年宮城県中部の地震

の前震のメカニズム解，余

震分布等から位置を設定。
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断層名

断層

長さ

陸

域

加護坊山－箟岳山断層 約17km

旭山撓曲・須江断層 約16km

2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層 約12km

海

域

Ｆ－２断層・Ｆ－４断層 約27.8km

Ｆ－５断層 約11.2km

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層 約22km

Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層 約24.2km

ｆ－１３断層 約3.3km

ｆ－１４断層 約5.1km

ｆ－１５断層 約3.7km

Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層 約38.7km

網地島南西沖で１測線のみで認められる断層 ―

敷地を中心とする半径約30kmの範囲で評価した主な断層等

６．敷地周辺陸域の活断層評価のまとめ

敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域でででで考慮考慮考慮考慮すべきすべきすべきすべき断層断層断層断層（（（（敷地敷地敷地敷地をををを中心中心中心中心とするとするとするとする半径約半径約半径約半径約30km30km30km30kmのののの範囲範囲範囲範囲））））

� 敷地周辺陸域で実施した文献調査，空中写真判読，地質調査等の結

果を踏まえ，後期更新世以降（約12～13万年前以降）の活動が否定

できない陸域の断層等について，「加護坊山－箟岳山断層」及び「旭

山撓曲・須江断層」を考慮すべき断層として評価した。

� また，2003年宮城県中部の地震発生状況を踏まえ，「2003年宮城県

中部の地震南部セグメント断層」を考慮すべき断層として評価した。

海域の活断層評価及び同時活動性の評価については，「敷地周辺海域の活断層評価について」に取りまとめる。



63

. 断層名 断層長さ

陸陸陸陸

域域域域

加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山断層箟岳山断層箟岳山断層箟岳山断層 約約約約17km17km17km17km

旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江断層須江断層須江断層須江断層 約約約約16km16km16km16km

2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層 約約約約12km12km12km12km

長町長町長町長町－－－－利府線断層帯利府線断層帯利府線断層帯利府線断層帯 約約約約40km40km40km40km

北上低地西縁断層帯北上低地西縁断層帯北上低地西縁断層帯北上低地西縁断層帯 約約約約62km62km62km62km

山形盆地断層帯山形盆地断層帯山形盆地断層帯山形盆地断層帯 約約約約60km60km60km60km

福島盆地西縁断層帯福島盆地西縁断層帯福島盆地西縁断層帯福島盆地西縁断層帯 約約約約57km57km57km57km

双葉断層双葉断層双葉断層双葉断層 約約約約40km40km40km40km

横手盆地東縁断層帯横手盆地東縁断層帯横手盆地東縁断層帯横手盆地東縁断層帯 約約約約56km56km56km56km

海

域

Ｆ－２断層・Ｆ－４断層 約27.8km

Ｆ－５断層 約11.2km

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層 約22km

Ｆ－１２断層～Ｆ－１４断層 約24.2km

ｆ－１３断層 約3.3km

ｆ－１４断層 約5.1km

ｆ－１５断層 約3.7km

Ｆ－１５断層・Ｆ－１６断層 約38.7km

網地島南西沖で１測線のみで認められる断層 ―

敷地周辺において評価した主な断層等

６．敷地周辺陸域の活断層評価のまとめ

敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域でででで考慮考慮考慮考慮すすすすべきべきべきべき断層断層断層断層

� 敷地を中心とする半径約30km以遠の活断層を含めた敷地周辺及び近傍陸域における考慮すべき断層は，下図及び下表のとおり。

「敷地周辺海域の活

断層評価について」

に取りまとめる。

・考慮すべき断層は，地質調査結果および「[新編]日本の活断層」（1991）等による。

※：2003年宮城県中部の地震の余震分布等から推定された震源断層

＊：一測線のみで認められる断層

敷地周辺において評価した主な断層の分布

横手盆地東縁断層帯横手盆地東縁断層帯横手盆地東縁断層帯横手盆地東縁断層帯
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